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②

b

m

【
告
示
日
】

３
月
30
日
b

【
投
票
日
】

４
月
８
日
m
・
午
前
７
時
〜
午
後
８
時

（
町
内
11
投
票
所
）

【
開
票
】

４
月
８
日
m
・
午
後
９
時
〜

上
里
町
多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
ホ
ー
ル

昭
和
62
年
４
月
９
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
、
平
成
18
年
12
月
29

日
ま
で
に
住
民
基
本
台
帳
へ
登
録

さ
れ
て
い
る
方
（
転
入
者
は
こ
の

日
ま
で
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
）

で
す
。

に
郵
送
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
入
場

券
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、
投
票

所
の
受
付
係
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

※
郵
送
さ
れ
た
入
場
券
を
持
参
し

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

て
く
だ
さ
い
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

﹇
不
在
者
投
票
﹈

①
指
定
施
設
で
投
票
を
す
る
方
法

都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員

会
が
指
定
し
た
病
院
や
老
人
ホ

ー
ム
な
ど
に
入
院
、
入
所
し
て

い
る
方
は
、
そ
の
施
設
で
従
来

の
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

お
早
め
に
各
施
設
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
滞
在
地
で
投
票
を
す
る
方
法

町
外
の
滞
在
が
長
期
に
わ
た
る

場
合
は
、
上
里
町
選
挙
管
理
委
員

会
に
投
票
用
紙
を
請
求
し
、
最
寄

り
の
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員

会
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
な
お
、
手
続
き
に
は

時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
お
早
め

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

③
郵
便
等
で
投
票
を
す
る
方
法

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者

手
帳
・
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証

を
有
し
、
表
①
に
該
当
す
る
方
は

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。
な
お
、
手
続
き
に
は
時
間

が
か
か
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
の

対
象
に
な
る
方
で
、
自
ら
投
票

の
記
載
を
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
者
と
定
め
ら
れ
た
一
定
の
基

準
に
該
当
す
る
方
（
身
体
障
害

者
手
帳
に
上
肢
又
は
視
覚
の
障

４
月
29
日
に
任
期
満
了
と
な
る
『
埼
玉
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
』
が
、
３
月
30
日
f

告
示
・
４
月
８
日
a
投
票
・
開
票
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
選
挙
は
、
私
た
ち
児
玉
郡
の
代
表
者
を
選
ぶ
と
て
も
大
切
な
選
挙
で
す
。
私
た

ち
の
毎
日
の
暮
ら
し
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
れ
か
ら
の
将
来
の
生
活
を
よ
り
一
層
向

上
さ
せ
、
豊
か
な
社
会
を
築
く
第
一
歩
と
し
て
選
挙
へ
の
参
加
を
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。

『
あ
な
た
の
一
票
』、
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

表①
身体障害者手帳 戦傷病者手帳 介護保険

被保険者証
両下肢
体幹
移動機能
心臓
腎臓
呼吸器
ぼうこう
直腸
小腸

心臓
腎臓
呼吸器
ぼうこう
直腸
小腸

１級
若しくは
２級

１級
若しくは
３級

1･2･3級

特別項症
第１項症
第２項症

特別項症
第１項症
第２項症

の障害

の障害

両下肢
体幹 の障害

の障害

要介護５

免疫の障害

投
票
を
す
る
際
、
入
場
券
を
記

載
さ
れ
て
い
る
投
票
所
に
持
参

し
、
投
票
用
紙
の
交
付
を
受
け
て

か
ら
候
補
者
名
を
記
入
し
、
投
票

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

入
場
券
は
、
封
書
で
世
帯
ご
と

◆
問
合
せ
　
上
里
町
選
挙
管
理
委
員
会
﹇
q
35
―
１
２
３
７
（
直
通
）﹈

投
票
日
当
日
に
、
何
ら
か
の
用

務
の
た
め
、
投
票
所
へ
行
く
こ
と

が
で
き
な
い
方
は
、
投
票
日
前
に

期
日
前
投
票
及
び
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。

﹇
期
日
前
投
票
﹈

◆
日
時

３
月
31
日
g
〜
４
月
７
日
g

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

◆
会
場

上
里
町
役
場
・
１
階
町
民
ホ
ー
ル

害
が
１
級
、
ま
た
は
戦
傷
病
者

手
帳
に
上
肢
又
は
視
覚
の
障
害

が
特
別
項
症
・
第
１
項
症
・
第

２
項
症
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い

る
方
）
は
、
あ
ら
か
じ
め
町
の

選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
長
に

届
け
出
た
方
（
選
挙
権
を
有
す

る
方
に
限
る
）
に
投
票
に
関
す

る
記
載
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

◆
代
理
投
票

投
票
所
に
出
か
け
ら
れ
て
も
、

病
気
や
け
が
又
は
文
盲
に
よ
り
、

投
票
用
紙
に
文
字
が
書
け
な
い
と

い
う
方
の
た
め
に
、
投
票
事
務
従

事
者
が
代
理
で
記
載
し
ま
す
。
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③

投　票　所 該当区域（行政区等）

第１

第２

第３

第４

第５

第６

第７

第８

第９

第10

第11

賀美小
　　体育館
上里北中
　　会議室

長幡保育園

長幡小体育館

七本木小
　　　体育館
上里町女性
　　センター

上里東公民館

上里東小
　　　体育館
上里町
コミュニティセンター

安盛保育園

神保原小
　　　体育館

黛・金久保上・内出・西金久保・
勝場一・勝場二・原一・原二
金久保下・金久保下東・天神・
真下・堀込
宿・屋敷・東宮・十八軒四軒家・
中五明・南五明・寺西・新堀・並木沖
下郷・宮・上郷・久保・西大御堂
・東大御堂南・東大御堂北
田中・石倉・丹蔵・岡・東堤・
堀之内・横町・阿保町・長浜町
立野・立野南・上久城・中久城・
本郷一・本郷ニ・本郷三

下久城・京塚・古新田

三田・三軒

久保新田・四ッ谷・西原町東・
西原町西
一丁目・二丁目・三丁目・四丁目・
五丁目・東町東・東町西

宮本町・八町河原・忍保

～各投票所案内図～
各投票所までの詳しい地図につ

いては、郵送される入場券の封筒
に記載されています。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◆
点
字
投
票

視
力
障
害
の
方
は
、
点
字
で
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

投
票
所
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

平
成
18
年
12
月
30
日
以
降
に
県

内
の
他
市
区
町
村
へ
転
出
さ
れ
た

方
は
、
前
住
所
地
の
投
票
所
に
お

い
て
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
不
在
者
投
票
を
行
う

こ
と
も
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
投
票
に
は
次
の
要
件

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

①
前
住
所
地
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
こ
と

②
転
出
先
の
市
町
村
が
発
行
す
る

『
引
き
続
き
県
内
に
住
所
を
有

す
る
旨
の
証
明
書
』（
ま
た
は

『
住
民
票
の
写
し
』
を
持
参
す

る
こ
と

※
な
お
、
一
度
転
出
し
た
後
、
さ

ら
に
他
の
市
区
町
村
へ
転
出
す

る
と
、
原
則
と
し
て
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

『選挙公報』は新聞折込でお届けします
選挙の際、候補者の氏名や経歴、政見、写真などを

掲載する選挙公報を、平成19年４月１日以降の選挙か
ら、新聞折り込みにより配布します。
投票日の数日前に、朝日新聞、読売新聞、毎日新聞、

産経新聞、日本経済新聞、東京新聞、埼玉新聞、一部
スポーツ紙の朝刊に、広告と同じように折り込んで配
布します。
前記以外の新聞を購読している世帯や新聞未購読の

場合は、町内各公共施設等にも用意する予定ですので、
ご利用ください。
また、郵送希望の方は、事前に上里町選挙管理委員

会へ電話［q35－１２３７］またはＦＡＸ［fax33－２
４２９（氏名・住所・電話番号・『選挙公報郵送希望』
と明記のうえ］でお申し込みください。
※次回選挙からは、申込不要で郵送します
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④

消費者啓発・トラブル情報%1

困ったときの相談窓口は…
◆上里町役場『消費生活相談窓口』［産業振興課農政商工係内　q35－1232内2532］

（毎週金曜日　午前９時30分～正午・午後１時～３時30分）
◆消費生活支援センター熊谷［q048－524－0999・FAX048-525-6316］

（土・日の相談窓口）
◆社団法人全国消費生活相談員協会［毎週土・日、午前10時～午後４時　q03－3448－1409］

家族や友だちが賃貸住宅を借りたり、金融機関からお金を借りたりするときに、その『保証人』や『連
帯保証人』になってほしいと頼まれたことはありませんか。

５年前、弟が賃貸アパートに入居するので、その連帯保証人になってほしいと頼まれた。弟は『絶対に迷
惑をかけない』と言ったので、連帯保証人になることを承諾した。
最近になって、弟は３か月ほど家賃を支払っていないようで、私のところに請求が来た。払わなければい

けないのか。

『連帯保証人』という言葉は、聞いたことがあると思います。しかし、『連帯保証人になること』がどう
いうことなのかきちんと理解し、どのような制度なのか意識している方は少ないかもしれません。
事例の『連帯保証人』のほかに、『保証人』もあります。『保証人』と『連帯保証人』が同じだと思ってい

る方もいると思いますが、『保証人』は『連帯保証人』に比べて、責任が軽いのです。
『保証人』の場合、債権者（支払うよう請求できる人）は、債務者（支払う義務のある人）の支払いが滞

ると、まず債務者に請求する必要があります。その手順を踏まずに請求されたときは、保証人は『先に債務
者本人に請求してください』と言うことができ、債務者が返済しない場合だけ代わって支払いをするのです。
しかし、『連帯保証人』の場合、債権者は債務者の支払能力にかかわらず、『連帯保証人』に支払請求する

ことができます。つまり、『連帯保証人』は『保証人』と異なり、債務者と同等の責任を負うことになりま
す。金銭の貸し借りの場合、『連帯保証人』はいわば自分がお金を借りるのと同じであるいうことを覚えて
おきましょう。
事例の場合も、相談者は『連帯保証人』になっているので、弟（債務者）の滞納している家賃について、

家主から連帯保証人である相談者へ支払請求がきたものです。請求がきた以上、相談者は支払いをしなけれ
ばなりません。弟が『迷惑をかけない』と言っていたとしても、債権者に対する連帯保証を約束している以
上、支払いの義務は免れません。
『保証人』をめぐるトラブルは、『名前を貸しただけなの

に』では済まない大きな問題になることがあります。『保証
人になってほしい』と頼まれたら、どのような内容の契約
なのかをきちんと確認して、慎重に署名・押印をするよう
にしましょう。
何か心配な点や不明なことがありましたら、お近くの消

費生活相談窓口にお問い合わせください。



国
民
健
康
保
険
税
に
は
、
世
帯

の
前
年
中
の
合
計
所
得
が
一
定
の

範
囲
以
内
の
場
合
に
は
、
均
等
割

額
と
平
等
割
額
が
減
額
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
16

歳
以
上
の
世
帯
全
員
の
収
入
の
申

告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
正
し
い

課
税
の
た
め
に
申
告
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
収
入
が
な
く
て
も
、
世
帯
の
中

の
被
保
険
者
や
世
帯
主
が
申
告

さ
れ
て
い
な
い
と
軽
減
の
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

※
税
務
課
で
は
、
納
付
に
つ
い
て

の
相
談
を
随
時
行
っ
て
い
ま

す
。
収
入
が
減
少
し
て
保
険
税

を
払
う
の
が
大
変
な
場
合
や
火

災
等
の
災
害
に
あ
わ
れ
た
方
へ

の
減
免
制
度
（
場
合
に
よ
り
要

審
査
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
…
税
務
課
住
民
税
係
﹇
q

35
―
１
２
２
０
内
１
８
０
２
﹈
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⑤

◆３月の開庁日
［夜間（午後９時まで）］
３月５日b・15日e・26日b

［休日（午前８時30分～正午）］
３月11日a�

※夜間は庁舎西入口（夜間入口）
よりお入りください。
◆窓口・問合せ
税務課収税係
［q35－1220内1121］

◆お知らせ◆
税の納付は、便利・確実な
『口座振替』のご利用を！

申
告
は
お
済
み
で
す
か
？

軽
自
動
車
・

バ
イ
ク
等
の
廃
車
手
続
を

町
県
民
税
等
の
申
告
が
必
要
で

ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、
早
め

の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。
申
告

が
必
要
か
ど
う
か
は
広
報
２
月
号

の
『
あ
な
た
は
必
要
？
「
町
県
民

税
の
申
告
」』
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

昨
年
ま
で
送
付
し
て
い
た
『
申

告
お
知
ら
せ
ハ
ガ
キ
（
町
県
民
税

申
告
通
知
書
）』
は
今
年
か
ら
送

付
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
郵
便
に
よ
る
町
県
民
税

申
告
を
希
望
さ
れ
る
方
な
ど
は
、

ご
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
申
告
書

を
送
付
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
方
へ

軽
自
動
車
等
を
４
月
１
日
現
在

所
有
し
て
い
る
場
合
、
平
成
19
年

度
の
軽
自
動
車
税
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
乗
ら
な
く
な
っ
た
軽
自
動

車
・
バ
イ
ク
・
農
耕
用
ト
ラ
ッ
ク

等
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
３
月

30
日
f
ま
で
に
廃
車
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
旨
の
届
出

を
行
わ
な
い
と
、
引
き
続
き
税
金

が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

【
手
続
方
法
】

◆
バ
イ
ク
（
１
２
５
㏄
以
下
）
・

農
耕
用
ト
ラ
ク
タ
ー
・
小
型
特
殊

自
動
車

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
・
印
鑑
を

持
参
し
て
上
里
町
役
場
税
務
課
資

産
税
係
﹇
q
35
―
１
２
２
０
内
１

１
１
２
﹈
へ
。

◆
軽
自
動
車
（
三
輪
・
四
輪
）

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
・
車
検

証
・
印
鑑
を
持
参
し
て
軽
自
動
車

検
査
協
会
熊
谷
支
所
﹇
q
０
４
８

―
５
５
１
―
２
１
３
１
（
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
）﹈
へ
。

◆
二
輪
車
（
１
２
５
㏄
を
超
え
る

バ
イ
ク
）

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
・
車
検

証
・
印
鑑
を
持
参
し
て
埼
玉
運
搬

支
局
熊
谷
自
動
車
検
査
登
録
事
務

所
﹇
q
０
５
０
―
５
５
４
０
―
２

※単位は円。金額については消費税込み
の契約金額です。指名競争入札の結果

工　事　等　の　名　称 落札金額 落札業者
①
②
③
④

平成18年度　町営宮本団地室内改修工事（Ｂ－１０３） 882,000 ㈲斉藤綜合建興
平成18年度　堤地内（町道１１４号線）側溝布設工事 2,436,000 美山土建興業㈱
平成18年度　上里公共下水道事業汚水管渠築造工事（４工区） 19,425,000 三ツ和総合建設業（同）熊谷営業所
平成18年度　上里公共下水道事業汚水管渠築造工事（８工区） 15,960,000 美山土建興業㈱

◆平成19年1月22日分

① 平成18年度　上里中学校音楽室天井改修工事 1,564,500 ㈱上里建設

◆平成19年1月31日分

０
２
７
（
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
）﹈

へ
。
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⑥

①
男
女
双
方
に対

す
る
差
別
の
禁
止

こ
れ
ま
で
は
、
女
性
に
対
す
る

差
別
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
近
年
、『
看
護
師
資
格
を
も

っ
て
い
て
も
、
男
性
で
あ
る
こ
と

を
理
由
に
採
用
さ
れ
な
い
』『
派

遣
会
社
に
応
募
し
て
も
、
派
遣
先

が
女
性
を
希
望
し
て
い
る
と
い
う

理
由
で
断
ら
れ
る
』
な
ど
、
男
性

か
ら
の
差
別
に
つ
い
て
の
相
談
も

増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
改

正
法
で
は
男
女
双
方
に
対
す
る
差

別
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

②
禁
止
さ
れ
る

差
別
の
追
加
、
明
確
化

こ
れ
ま
で
の
法
律
で
は
、
女
性

に
対
す
る
募
集
・
採
用
・
配
置
・

昇
進
・
教
育
訓
練
、
福
利
厚
生
、

定
年
・
解
雇
に
つ
い
て
差
別
が
禁

止
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
改
正
法

で
は
こ
れ
ら
に
加
え
、
降
格
、
職

種
変
更
、
正
社
員
か
ら
の
パ
ー
ト

へ
な
ど
の
雇
用
形
態
の
変
更
、
退

職
勧
奨
、
雇
止
め
（
労
働
契
約
を

更
新
し
な
い
こ
と
）
に
つ
い
て
も

禁
止
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
男
女
で
異
な
る
権
限
を

与
え
る
こ
と
や
、
男
女
で
業
務
の

配
分
が
異
な
る
取
り
扱
い
を
す
る

こ
と
も
禁
じ
ら
れ
ま
す
。

③
間
接
差
別
の
禁
止

近
年
、
男
女
別
定
年
制
や
女
性

結
婚
退
職
制
な
ど
、
明
ら
か
な
差

別
は
減
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

女
性
を
採
用
・
登
用
し
な
く
て
済

む
よ
う
、
女
性
が
満
た
し
に
く
い

要
件
を
定
め
、
一
方
の
性
に
厳
し

い
条
件
を
課
す
、
形
を
変
え
た
差

別
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
正
で
は
、
業
務
遂
行

に
必
要
な
ど
の
合
理
的
な
理
由
が

な
い
場
合
を
除
き
、
以
下
の
措
置

に
つ
い
て
は
、『
間
接
差
別
』
と

し
て
禁
止
さ
れ
ま
す
。

・
労
働
者
の
募
集
ま
た
は
採
用
に

当
た
っ
て
、
労
働
者
の
身
長
、

体
重
ま
た
は
体
力
を
要
件
と
す

る
こ
と

・
コ
ー
ス
別
雇
用
管
理
に
お
け
る

『
総
合
職
』
の
募
集
・
採
用
に

当
た
り
、
転
居
を
伴
う
転
勤
に

応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を

要
件
と
す
る
こ
と

・
昇
進
に
当
た
り
、
転
勤
の
経
験

が
あ
る
こ
と
を
要
件
と
す
る
こ

と
①
省
令
で
定
め
る
理
由
に
よ
る
解

雇
そ
の
他
の
不
利
益
取
扱
い

の
禁
止

こ
れ
ま
で
の
法
律
で
は
、
妊

娠
・
出
産
・
産
前
産
後
休
業
を
取

得
し
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
解
雇

が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
改
正

法
で
は
、
こ
れ
に
加
え
、『
男
女

雇
用
機
会
均
等
法
の
母
性
健
康
管

理
措
置
を
求
め
た
こ
と
、
ま
た
は

受
け
た
こ
と
』『
労
働
基
準
法
の

母
性
保
護
措
置
を
求
め
た
こ
と
、

ま
た
は
受
け
た
こ
と
』『
妊
娠
ま

た
は
出
産
に
よ
る
能
力
低
下
ま
た

は
労
働
不
能
が
生
じ
た
こ
と
』
な

ど
に
よ
り
、
解
雇
、
雇
止
め
、
減

給
、
賞
与
な
ど
の
不
利
益
な
算
定
、

退
職
、
契
約
内
容
変
更
の
強
要
、

不
利
益
な
配
置
の
変
更
、
降
格
な

ど
の
解
雇
、
そ
の
他
不
利
益
な
取

り
扱
い
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

②
妊
娠
中
や
産
後
１
年
以
内
の

解
雇
の
無
効

妊
娠
中
や
産
後
１
年
以
内
に
解

雇
さ
れ
た
場
合
、
事
業
主
が
妊

娠
・
出
産
・
産
前
産
後
休
業
の
取

得
な
ど
の
理
由
に
よ
る
解
雇
で
な

い
こ
と
を
証
明
し
な
い
限
り
、
そ

の
解
雇
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
対
す
る
具
体
的
な
措
置
を
定
め

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
、
改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
改
正
で
、
男
女
双
方
に
対
す

る
差
別
や
間
接
差
別
、
妊
娠
・
出
産
な
ど
を
理
由
と
す
る
不
利
益
な
取
り
扱
い
な
ど
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。
２
度
目
の

大
改
正
と
な
る
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。



⑦

る
こ
と
を
怠
っ
て
い
る
事
業
主
が

一
部
で
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
女

性
だ
け
で
な
く
、
男
性
も
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
被
害
者

と
な
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
改
正
法
で
は
、
事
業

主
は
、
職
場
で
の
男
女
に
対
す
る

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対

策
と
し
て
、
次
の
措
置
を
取
る
こ

と
が
義
務
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
措
置
を
取
ら
ず
に
、
是
正
指
導

に
も
応
じ
な
い
場
合
に
は
、
企
業

名
公
表
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
こ
の
規
定
は
派
遣
先
の
事
業

主
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
事
業
主
が
取
る
べ
き
措
置
】

・
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
内
容
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
旨
の
方
針
を
明
確
化
し
、
周

知
・
啓
発
す
る
こ
と

・
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

を
行
っ
た
人
に
つ
い
て
は
、
厳

正
に
対
処
す
る
旨
の
方
針
・
対

処
の
内
容
を
従
業
規
則
な
ど
に

規
定
し
、
周
知
・
啓
発
す
る
こ

と
・
相
談
窓
口
を
あ
ら
か
じ
め
定
め

る
こ
と

・
窓
口
担
当
者
は
、
内
容
や
状
況

に
応
じ
適
切
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
。
ま
た
、
広
く

相
談
に
応
じ
る
こ
と

・
相
談
の
申
し
出
が
あ
っ
た
場

合
、
事
実
関
係
を
迅
速
か
つ
正

確
に
確
認
す
る
こ
と

・
事
実
確
認
が
で
き
た
場
合
は
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
行
為
者
お
よ
び
被
害
者
に
対

す
る
措
置
を
そ
れ
ぞ
れ
適
正
に

行
う
こ
と

・
再
発
防
止
に
向
け
た
措
置
を
取

る
こ
と

・
相
談
者
、
行
為
者
な
ど
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
を
保
護
す
る
た
め
に

必
要
な
措
置
を
取
り
、
周
知
す

る
こ
と

・
相
談
し
た
こ
と
、
事
実
関
係
の

確
認
に
協
力
し
た
こ
と
な
ど
を

理
由
と
し
て
不
利
益
な
取
り
扱

い
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
旨
を

定
め
、
周
知
・
啓
発
す
る
こ
と

事
業
主
は
、
妊
産
婦
が
保
健
指

導
ま
た
は
健
康
診
査
を
受
け
る
た

め
に
必
要
な
時
間
を
確
保
し
、
妊

産
婦
が
保
健
指
導
ま
た
は
健
康
診

査
に
基
づ
く
指
導
事
項
を
守
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の

措
置
（
時
差
通
勤
、
休
憩
回
数
の

増
加
、
勤
務
時
間
の
短
縮
、
休
業

な
ど
）
を
取
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
措
置
が
取
ら
れ
ず
、

是
正
指
導
に
も
応
じ
な
い
場
合
に

は
、
企
業
名
公
表
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

◆
改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

に
関
す
る
問
合
せ

﹇
q
０
４
８
―
６
０
０

―
６
２
１
０
﹈

～男性もお気軽に～

『社内結婚したら、
退職を強要された』
『女性は独身寮や社
宅に入居できない』
『上司からセクハラ
を受けている』など
で悩んでいる方はい
らっしゃいませんか。
厚生労働省の労働局雇用均等室では、職場
での女性に対する差別や妊産婦に対する不利
益な取り扱い、セクシュアルハラスメントや
育児・介護休業法、パートタイム労働法につ
いての相談を受け付けています。相談者には、
専門の職員が、働く女性に関する法律につい
て情報を提供したり、解決するためのアドバ
イスをしたりするなど、問題解決に向けて話
し合います。
また、相談者と事業者との間で具体的な紛
争が生じた場合には、『紛争解決援助制度』
が利用できます。この制度は、時間的、経済
的負担がかかる裁判に比べ、迅速かつ簡単な
手続きであるとともに、無料で解決のお手伝
いをします。『紛争解決援助制度』には、労
働問題の専門家により構成される『機会均等
調停会議による調停（募集・採用に係る問題
は不可）』と、紛争を比較的簡単早くに解決
することができる『労働局長による紛争解決
援助』の２つから選ぶことができます。

これまでは、女性と事業主との間の募集・
採用、配置・昇進・教育訓練、一定の福利厚
生、定年・退職・解雇（男女雇用均等法第５
～８条）の問題が制度の対象となっていまし
たが、平成19年４月１日からは、職場のセク
シュアルハラスメントおよび母性健康管理措
置に関する労働者と事業主の間の紛争も紛争
解決援助の対象になります。また、女性だけ
でなく男性からの相談も受け付けるようにな
ります。
職場での問題で悩みを抱えている方は、ま
ずはお近くの労働局雇用均等室に相談してく
ださい。
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⑧

№273

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

は
、
毎
年
度
社
会
保
険
庁
か
ら
国

民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
に
対

し
て
、
納
付
案
内
書
を
送
付
し
て

保
険
料
の
額
、
納
付
期
限
な
ど
を

お
知
ら
せ
し
て
お
り
、
一
緒
に
お

送
り
し
た
納
付
書
に
現
金
を
添
え

て
保
険
料
を
納
付
し
て
い
た
だ
く

方
法
と
、
口
座
振
替
で
納
め
る
方

法
が
あ
り
ま
す
。

口
座
振
替
に
す
る
と
、
一
度
手

続
き
を
す
る
だ
け
で
、
あ
と
は
自

動
的
に
指
定
し
た
口
座
か
ら
引
き

落
と
し
さ
れ
、
毎
月
金
融
機
関
に

訪
ね
る
手
間
が
省
け
て
と
て
も
便

利
で
す
。

ま
た
、
引
き
落
と
し
の
方
法
を

『
当
月
引
き
落
と
し
』
に
す
る
と
、

毎
月
50
円
割
引
に
な
り
ま
す
。

�
次
の
も
の
を
持
参
し
、
金
融
機

関
の
窓
口
へ
お
願
い
し
ま
す
。

・
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の

（
年
金
手
帳
や
送
付
さ
れ
た
納

付
書
な
ど
）

・
預
（
貯
）
金
通
帳

・
通
帳
届
出
印

・
口
座
振
替
納
付
申
出
書

※
『
口
座
振
替
納
付
申
出
書
』
は

金
融
機
関
窓
口
な
ど
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
社
会
保
険
庁
か
ら
お

送
り
し
て
い
る
納
付
案
内
書
に
も

綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
引
き
落
と
し
日
は
月
末
と
な
り

ま
す
（
末
日
が
休
日
の
場
合
は
、

翌
月
の
最
初
の
金
融
機
関
営
業

日
）

・
残
高
不
足
で
引
き
落
と
し
が
で

き
な
か
っ
た
場
合
は
、
翌
月
に

次
の
月
の
分
と
あ
わ
せ
て
再
度

口
座
振
替
を
行
い
ま
す
。
再
振

替
も
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、

振
替
不
能
通
知
書
と
振
替
不
能

分
納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

熊
谷
社
会
保
険
事
務
局

﹇
q
０
４
８
―
５
２
２
―
５
２

１
１
﹈

◆
口
座
振
替
の
手
続
き
は

◆
振
替
方
式
の
注
意
点

◆
問
合
せ

通常の口座振替

保険料 引き落とし日

４月分 ５月末日

５月分 ６月末日

６月分 ７月末日

『当月引き落とし』の口座振替

保険料 引き落とし日

４月分
５月末日

５月分

６月分 ６月末日

※『当月引き落とし』は、初回に２か月分

を引き落とし、その後は当月納付（例
GGGGGGGGGG

えば、６月分
GGGGGGGGGGGGGG

の保険料を６月末日に引

き落とす）となります。

※当月引き落とし分（図の場合、５月分）

の保険料から割引となります。

４月に申し込んだ場合

平成17年度の老人保健医療費支払額は約
18億８千万円かかりました。これを１人あ
たりに換算すると、約694,000円になりま
す。
健康な生活を維持するために適度な運動

をし、野菜を多く取る食生活で生活習慣病
を予防するなど、自分の健康は自分で守る
ことが豊かな生活の礎になります。また、
『かかりつけ』のお医者さんを持つなど、
医師との信頼関係を築くことも大切です。

◆問合せ

健康保険課医療年金係
［q35－1222内1221・1224］

560,000 600,000 640,000 680,000 720,000 760,000
金額（円）

老人保険年度別医療費（1人あたり）

※平成18年度は、18年12月31日現在を基準とした概算の数字です。

平成14年度

平成15年度

平成16年度

平成17年度

平成18年度

643,062円

664,643円

671,240円

694,134円

729,192円（見込み）
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保健センター予定表　q33-2550

３・４a

３・11a
３・18a
３・21d
３・25a

q22－3445
q22－2025
q22－6211
q22－3245
q35－1116

◆診察は午前中のみとなります。
田 所 医 院
昭 和 産 婦 人 科
高橋外科整形外科
高 山 整 形 外 科
辻 ク リ ニ ッ ク

３月 １日e

２日f

３日g

５日b

７日d

９日f

12日b

13日c

14日d

15日e

16日f

19日b

23日f

26日b

27日c

28日d

30日f

30日f

母親学級①
赤ちゃん相談
母親学級②
精神相談
母親学級③
一般相談
母親学級④
精神相談
３歳６か月児健診
（平成15年８月生）
１歳６か月児健診
（平成17年８月生）
３・４か月児健診
（平成18年11月生）
７・８か月児健診
（平成18年７月生）
一般相談
２歳児歯科健診
（平成17年２月生）
精神相談
一般相談
ＢＣＧ
（平成18年12月生）
精神相談
離乳食教室④
ポリオ
�
一般相談

〜

休日の医療機関はこちらへ…

［本庄市保健センター内q24―2003］
（内科・小児科は午前9時～午後4時）

①休日急患診療所

②在宅当番医療機関

日　時…４月30日b・５月13日a・

27日a（競技により異な

る）

会　場…熊谷スポーツ文化公園ほ

か（競技により異なる）

対　象…平成19年４月１日現在、

13歳以上の障害者

内　容…陸上、水泳、アーチェリ

ー、卓球、ボウリング、

フライングディスク

申　込…３月22日eまで

問合せ…福祉こども課社会福祉係

［q35－1236（直通）］

問合せ…保健センター〔q33｜2550〕

ひとりでも多くの患者さんを救うために、骨髄バンクドナー登
録会を行います。多くの方々のご協力をよろしくお願いします。
◆日　時
３月22日e 午前９時30分～11時45分
◆会　場
上里町役場・町民ホール
◆対　象
18歳～54歳までの健康な方（提供は20歳から）

※ドナー登録の際、検査のため約２ml採血します。
※当日は、骨髄バンクのスタッフが詳しくご説明します。また『骨
髄移植ってなに？』『登録はどうやるの？』『薬は飲んでいてもい
いの？』などご質問がありましたら、お気軽にお尋ねください
［フリーダイヤルq0120―445―445（骨髄移植推進財団）］。

上記の骨髄バンクドナー登録会当日、同
会場にて献血も行っております。ぜひご協
力ください。
日　程…３月22日e

午前９時30分～11時45分
会　場…上里町役場・町民ホール
問合せ…埼玉県赤十字血液センター

［q042―985―6933］

～あなたの献血が、人の生命を救います！～

上
里
町
一
時
保
育
事
業
の
利
用
料
を
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
次
の

と
お
り
改
正
し
ま
す
。

◆
利
用
料
金
（
１
人
あ
た
り
）

４
時
間
以
内
　
１
０
０
０
円

４
時
間
以
上
　
２
０
０
０
円

※
必
要
に
応
じ
て
、
食
事
代
が
別
途
か
か
り
ま
す
。

●
一
時
保
育
事
業
と
は
？

子
育
て
家
庭
に
お
い
て
、
保
護
者
の
傷
病
等
や
急
用
等
で
一
時
的

に
保
育
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
、
児
童
を
保
育
園
に
預
け
る
こ
と

が
で
き
る
事
業
で
す
。

◆
問
合
せ

福
祉
こ
ど
も
課
こ
ど
も
青
少
年
係
﹇
q
35
―
１
２
３
６
（
直
通
）﹈
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『
見
え
る
歩
行
者
』
と
は
？

夕
方
や
夜
の
時
間
帯
に
は
、
ド
ラ

イ
バ
ー
や
自
転
車
な
ど
か
ら
見
た
と

き
の
歩
行
者
は
、
昼
間
と
は
比
べ
物

に
な
ら
な
い
ほ
ど
見
え
に
く
く
な
り

ま
す
。
い
つ
も
ど
お
り
、
慣
れ
た
道

を
歩
い
て
い
た
と
き
、
車
や
自
転
車

と
も
の
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
す
れ
違

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
の

と
き
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
は
歩
行
者

が
見
え
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。夜

間
の
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
見
え
や
す
い

服
装
を
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

特
に
白
は
光
を
反
射
し
や
す
く
、

い
つ
も
の
服
装
の
上
に
、
一
枚
白
い

服
を
は
お
る
こ
と
で
ド
ラ
イ
バ
ー
か

ら
は
格
段
に
見
え
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
光
を
反
射
す
る
反
射
材
を

靴
や
帽
子
に
つ
け
た
り
、
鞄
な
ど
に

反
射
材
を
使
っ
た
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
な

ど
を
取
り
付
け
た
り
す
る
こ
と
も
効

果
的
。
特
に
、
高
齢
の
方
の
多
く
は
、

黒
や
茶
、
灰
色
と
い
っ
た
地
味
な
色

の
服
を
着
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
注

意
が
必
要
で
す
。

１．

通
り
慣
れ
た
道
で
も
横
断
前
に
必
ず
安
全
を
確
か
め
る

（
自
宅
付
近
の
道
路
で
安
全
を
確
か
め
な
い
で
横
断
し
、
事
故
に
遭
っ
た
人
が
多
い
）

２．

少
し
遠
回
り
で
も
近
く
に
あ
る
横
断
歩
道
を
渡
る

（
近
く
に
信
号
機
や
横
断
歩
道
が
あ
る
の
に
、
横
着
し
て
手
近
な
場
所
か
ら
渡
り
、
事
故
に
遭
っ
た
人
が
多
い
）

３．

青
信
号
で
も
右
・
左
折
車
の
動
き
に
目
配
り
す
る

（
青
信
号
の
交
差
点
を
横
断
し
て
い
る
と
き
、
右
・
左
折
車
に
は
ね
ら
れ
た
人
が
少
な
く
な
い
）

４．

道
路
の
右
左
が
よ
く
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
横
断
す
る

（
通
り
す
ぎ
た
車
の
直
後
や
、
止
ま
っ
て
い
る
車
の
直
前
直
後
か
ら
渡
り
、
そ
の
車
の
陰
か
ら
き
た
車
に
は
ね
ら

れ
た
人
が
多
い
）

５．

夜
間
は
横
断
後
半
、
左
か
ら
の
車
に
注
意
す
る

（
夜
間
は
特
に
道
路
の
中
央
を
越
え
た
横
断
後
半
に
、
左
か
ら
の
車
に
は
ね
ら
れ
た
人
が
多
い
）

６．

近
づ
い
て
く
る
車
が
あ
る
と
き
は
通
り
す
ぎ
る
ま
で
待
つ

（
走
っ
て
く
る
車
を
認
め
て
い
た
の
に
、『
ま
だ
間
に
合
う
…
』
と
思
っ
て
渡
り
、
事
故
に
遭
っ
た
人
が
多
い
）

７．

夜
間
反
射
材
を
活
用
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
発
見
さ
れ
や
す
く
な
る

（
夜
間
、
黒
っ
ぽ
い
服
装
の
高
齢
者
は
車
か
ら
発
見
さ
れ
に
く
く
、
死
亡
事
故
に
な
る
確
率
が
高
い
）

近
年
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
の
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
中
に
占
め
る
65
歳
以
上
の

高
齢
者
の
割
合
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
上
里
町
内
に
お
い
て
も
、
今
年
に
な
っ
て
高
齢
者
の
死
亡
事
故

が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
高
齢
者
の
交
通
事
故
の
多
く
は
、
高
齢
者
自
身
の
意
識
と
実
際
の
運
動
能
力
や
認
識

能
力
と
の
違
い
、
ま
た
、
現
在
の
交
通
事
情
へ
の
理
解
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

生
活
に
必
要
不
可
欠
な
道
路
を
、
だ
れ
も
が
安
全
に
移
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
地
域
に
暮
ら
す
す

べ
て
の
人
が
、
こ
う
し
た
高
齢
者
の
行
動
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

次
に
掲
げ
る
７
つ
の
歩
行
者
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
を
守
り
、
交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
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３
月
12
日
（
予
定
）
よ
り

No 手続名 電子署名の有無及び担当部署

電子署名 課室班名

町民環境課

総務課

福祉

こども課

水道課

税務課

健康保険課

係　名

庶務係

町民係

業務係

医療年金係

住民税係

こども
青少年係

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

情報公開請求

任意的情報公開申出書

個人情報開示請求

個人情報訂正等請求

町名地番変更（住居表示）証明交付申請

水道中止開始届

水道料金納付書等の送付先変更

国民健康保険税申告書

児童手当・特例給付・小学校修了前特例給付
額改定認定請求（増額）

児童手当・特例給付・小学校修了前特例給付
額改定届（減額）

特別障害者現況届

障害児福祉手当現況届

福祉手当現況届

国民健康保険葬祭費支給申請

国民健康保険出産育児一時金支給申請

保養施設利用申込

国民健康保険被保険者証再交付申請

社会福祉係

◆新たに追加される17手続き

平
成
18
年
10
月
２
日
、
全
29
手
続
き
で
開
始
さ
れ
た
電
子
申
請
・
届

出
サ
ー
ビ
ス
に
、
17
手
続
き
が
新
た
に
追
加
さ
れ
ま
す
。
電
子
申
請
・

届
出
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
各
種
申
請
や
届
出
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

手
続
き
内
容
の
詳
細
は
各
担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ

・
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

総
合
政
策
課
﹇
q
35
―
１
２
３
８
内
３
４
０
２
﹈

・
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
の
操
作
・
設
定
方
法
に
つ
い
て

�
　
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
﹇
q
０
４
８
―
６
０
３
―
１
３
２
２

（
平
日
の
午
前
９
時
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
５
時
30
分
）﹈

～健康維持・余暇活動にぜひご利用ください～

指定保養所利用者に宿泊費の一部助成する制度です。レジャー、

旅行などの際には、ぜひご利用ください。なお、平成19年度から年

間１人１泊までのご利用となります。

◆対象者…上里町に住所を有する方（ただし小学生以上）

◆申　込…①直接指定保養所に『上里町の保養所として利用したい』と言って予約してください。

②予約が取れたら、町民である証しの証明書（保険証など）と印鑑を持参し、産業振興課農政商工

係で利用券と補助金交付券の交付を受けてください。１泊につき１枚、年間１人１泊までご利用

できます。

③保養所に着いたら、保養所利用券と補助金交付券を保養所に提出してください。精算の時に、下

記表の金額が差し引かれます。

◆助成金…大人（中学生以上）1,500円　子ども（小学生）1,000円

※上里町国民健康保険被保険者の方は、上里町国民健康保険特別会計予算からの保養所利用補助も

受けられます。１泊につき１人１０００円、平成19年度より年間１人１泊までです。

◆指定施設…指定保養施設につきましては、年度により変更しますので、お問い合わせください。

◆問合せ…産業振興課農政商工係［q35－1232内2532］
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基本は『ワンドア・ツーロック』です。ドアに対して２つ以上のカギをつける
ことが、侵入犯罪防止に効果的です。
また、ドアのガラスには補強のための防犯フィルムを張る、ドアのすき間には

ガードプレートをつける、扉などのシリンダー錠には『ピッキング』や『サムタ
ーン回し』などの手口に対応した防犯性能の高い製品に取り替えるなどの対策を
しましょう。

一戸建てやマンションなどの住宅を狙う空き巣などの『住宅侵入犯罪』。その件数は年々増加しており、私た
ちの暮らしの安全を脅かしています。侵入者がねらうのは、侵入しやすいスキのある家です。住宅侵入犯罪に
遭わないためにも、スキをつくらない『防犯性の高い家』をつくることが重要です。

住宅侵入犯罪の中でもっとも多い手口が『ガラス破り』です。錠の近くを割ら
れると、短時間のうちに簡単に窓を開けられてしまいます。窓には防犯性能の高
いロックつきのクレセントを使い、窓の上や下に補助錠をつけましょう。また、
窓ガラスを割れにくい強化ガラスにしたり、窓ガラス破壊時に音や光を出すアラ
ームなどの防犯器具をつけることなども効果的です。

侵入者は見られることを嫌います。家への侵入口となるドアや窓など
が周囲からよく見えるようにしましょう。
また、光や音も侵入者の苦手なものの一つです。玄関や庭先などにセ

ンサー付ライトなどを設置して侵入者を照らしたり、庭などに砂利を敷
き、歩くと音が出るようにしたりといった対策をすることで『侵入しに
くい家』という印象をもたせることができます。

～平成18年県内市区町村別犯罪率

（人口1000人あたりの全刑法犯認知件数）～

平成18年の市区町村別の犯罪率（人口1000人あたりの全刑法犯
認知件数）がまとまり、上里町は、県内ワースト23位（町村では
ワースト２位）で、一昨年の45位から大きく後退しました。
全刑法犯認知件数は597件（前年比＋８件）で微増傾向にあり、

手口別では空き巣狙いの侵入窃盗105件（＋５件）、自転車盗等の
乗り物盗123件（＋15件）、自動販売機狙い43件（＋４件）車上狙
いは39件とそれぞれ増加しています。
このままでは、安全・安心まちづくり活動に赤灯がともってし

まうという危機的な状況に陥ることも予想されます。これからは、
地域・警察・行政が一体となり、上里町の安全・安心まちづくり
活動を展開することが重要となります。

犯罪率の高い市区町村
前年対比
－7.50
－4.18
－10.59
－0.68
－3.03
－1.00
－0.12
－2.05
－3.16
－5.00
－1.85
－3.89
－2.61
－3.47
－4.22
 
－2.55
－1.31
－8.42
0.10
－3.43
－2.30

犯罪率
33.33
32.58
26.30
24.46
24.35
24.00
23.82
23.31
23.08
22.69
21.59
21.30
21.21
21.13
20.79
 
19.82
19.78
19.71
19.20
18.94
18.84

市区町村名
大宮区
蕨市
戸田市
八潮市
川口市
草加市
ふじみ野市
越谷市
三郷市
岩槻区
川越市
本庄市
坂戸市
南区
滑川町
 
桜区
東松山市
中央区
上里町
上尾市
富士見市

順位
１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15

20
21
22
23
24
25
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q34－0455 143

（平成18年４月～19年１月までの
貸出回数ベスト３）

◆子どもシアター
日　時…３月10日g・午後２時～　　　
作　品…アニメ『母をたずねて三千里』
◆くまさんのポケット
日　時…３月14日d・28日d

午前11時～　　　
◆お話し会（カッコーの会）
日　時…３月17日g・午後２時～
◆子ども放送局　　　　　　　　　　　
日　時…毎月第１～４土曜日

午前11時～

６
13
20
27

７
14
@1

28

１
８
15
22
29

２
９
16
23
30

３
10
17
24
#1

４
11
18
25
4/1

t

!2

!9

@6

（○印は休館日）
図書館カレンダー 3月

日 月 火 水 木 金 土

蔵書検索ホームページ
http://www.lib.kamisato.saitama.jp

～町立図書館からのお知らせ～

◆一般書
①東京タワー
（リリー・フランキー：著／扶桑社）
②魂萌え！
（桐野夏生：著／毎日新聞社）
③その日のまえに
（重松清：著／文芸春秋）
◆児童書
①ハリー・ポッターと謎のプリンス上
②ハリー・ポッターと謎のプリンス下
（以上　Ｊ．Ｋ．ローリング：

さく／静山社）
③かいけつゾロリつかまる！！
（原ゆたか：さく／ポプラ社）

問合せ…町立図書館［q34－0455］

こ
れ
は
遠
く
へ
行
く
と
か
、
遠
く
を
見
た
い
と
い
う
の
で
は

な
く
、
一
種
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
で
す
。『
遠
く
を
見
る
日
』
と
い

う
の
は
心
休
ま
る
場
所
や
時
間
と
か
、
現
代
の
入
り
組
ん
だ
喧

噪
と
し
た
社
会
生
活
の
中
に
現
代
人
の
オ
ア
シ
ス
を
見
つ
け
る

こ
と
で
す
。
そ
れ
は
日
曜
日
の
そ
ぞ
ろ
歩
き
で
も
よ
い
で
す
。

道
端
に
は
木
の
芽
や
草
の
芽
が
早
く
も
冬
の
日
を
浴
び
て
萌
え

出
し
て
い
ま
す
。
あ
た
り
は
ま
だ
冬
の
姿
を
し
て
い
る
寒
さ
の

中
、
小
さ
い
芽
を
吹
い
て
い
る
さ
ま
は
、
印
象
的
で
勇
気
を
与

え
ら
れ
ま
す
。『
遠
く
を
見
る
目
』
に
は
そ
う
し
た
こ
と
が
込
め

ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

凧
あ
げ
る
風
な
き
空
を
恨
み
つ
つ
　
　
　
　
　
　
本
宮
　
裕
子

耐
え
抜
く
は
我
が
宿
命
か
冬
薔
薇
　
　
　
　
　
　
小
野
英
比
古

北
風
に
敢
え
て
試
練
を
貰
い
け
り
　
　
　
　
　
　
庄
子
佐
恵
子

堤
防
で
凧
揚
げ
し
日
の
お
と
う
と
よ
　
　
　
　
　
内
田
比
呂
子

母
と
子
に
枯
葉
舞
い
散
る
金
貨
と
な
れ
　
　
　
　
根
津
由
太
郎

大
寒
や
臨
書
の
文
字
は
ね
あ
が
る
　
　
　
　
　
　
佐
藤
マ
サ
ル

着
な
い
も
の
使
は
な
い
物
春
立
て
り
　
　
　
　
　
野
上
チ
カ
子

老
ゆ
る
と
は
許
し
合
う
こ
と
福
寿
草
　
　
　
　
　
横
田
　
安
子

白
と
い
う
無
限
な
る
色
毛
糸
編
む
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
す
み

初
夢
に
白
き
ふ
る
さ
と
旧
友
の
顔
　
　
　
　
　
　
青
木
　
靖
政

古
希
む
か
え
薄
き
紅
ひ
く
初
鏡
　
　
　
　
　
　
　
塚
越
　
節
子

日
曜
は
　
遠
く
を
見
る
日
　
冬
萌
ゆ
る
　
　
森
村
　
桜
堂

日　時…３月27日c、午後１時～３時30分
会　場…女性センターセミナーホール
対　象…どなたでも（親子でも可・ただし、小学校３年生以下は

保護者の付き添いが必要）
内　容…好きな板にトールペイントで自己表現
講　師…内海優子氏
定　員…20名（先着順）
参加費…６００円（板のサイズによっては４

００円）
※作品は仕上げて持ち帰れます。

申　込…３月８日e～14日d

問合せ…女性センター［q35－１３５７］

～平成19年４月１日より～

町内全小中学校が

校舎・体育館等の施設、校庭など校地内全てが禁煙になります。
ご協力お願いします。


